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授業のポイント等 

○ＩＣＴ活用方法と活用場面 

全体的には，MS  PowerPointスライド（説明用），及びWindows Whiteboard（書き込み用）を用い

る。 

具体的には， 

１ 前時の振り返りとして，Whiteboardで予習・復習の状況を紹介する。また，ワードクラウドを

用いて重要キーワード等を確認する。探究の問いを確認するとともに，動画で確認する。 

２ 生徒実験の前に，演示実験として，剛体振り子と単振り子を見せ，GeoGebraを用いてシミュレ

ーションで確認する。 

３ 生徒実験（単振り子の長さと周期の関係）では，実際の測定データを，グループごとにスプレ

ッドシートに入力させ，規則性を調べさせる。 

４ 単振り子のおもりにはたらく力を，Jamboardで作図させる（個別・グループの協働）。 

５ Formでエジソンテスト（授業確認テスト）を行う。 
 
○探究の問いの導入 

探究の大問い「ISS内の無重量状態で使う体重計は、重力下や，斜面でも使えるのか？」 

問い：「ISS 内にある２種類の体重計は、無重量空間でどのようにして体重を量るか.」 

 問い：「天井と床からゴムで貼ったパンチングマシーンの周期は？」 

問い：「実体振り子（棒振り子）と単振り子、周期が長いのはどっち？」 
 
○観点別評価を意識した場面 

＜知識・技能＞ 

 ・単振り子の運動に関心を持ち，規則性を理解し，意欲的に取り組むことができる。 

   →予習の提出状況，及び実験・データ整理（スプレッドシート） 

 ・ばね振り子に関する知識をもとに，例題にあてはめて問題を解くことができる。 

   →Jamboardによる作図，Form確認テスト（エジソンテスト） 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

 ・単振り子の実験や動画の様子から，等時性や，質量によって周期は変化しないこと等を読み

取ることができる。 

   →GeoGebraのシミュレーション 

 ・単振り子の運動の解析方法を習得し，時間経過後の位置等を考察できる。 

   →演習問題Try３３ 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

 ・実験結果の表し方・データ処理の仕方を協働しながら習得できる。 

   →データ分析（スプレッドシート） 

 ・問いに対して間違いを恐れることなく答えを見出そうとしている。 

   →Formで，記述で回答 
 


